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第１章 第３期北海道スポーツ推進計画の策定に当たって 
 

 

〇 道では、平成２５年度（２０１３年度）から５年間を計画期間とした「北海道スポーツ推進計画」、引き

続き平成３０年度（２０１８年度）から５年間を計画期間とした「第２期北海道スポーツ推進計画」を策定

し、本道スポーツの振興に取り組んできました。 

〇 これまで、道民の生活や社会経済活動へ打撃を与えた新型コロナウイルス感染症の発生や、東京・北京オ

リンピック・パラリンピック競技大会の開催という大きな出来事を通じて、改めてスポーツの重要性やスポ

ーツの持つ力を認識したところです。 

〇 本道は、豊かな自然環境を背景に、これまで国際舞台で活躍する選手を数多く輩出し、特にウィンタース 

ポーツに強い北海道として、道内外に広く浸透しています。 

〇 しかし、現在、人口の減少、少子高齢化の進展等に伴い、将来、スポーツ参画人口の減少や、本道のスポ

ーツ競技水準の低下などが懸念されています。 

〇 令和４年（２０２２年）３月、国において、スポーツ立国を目指す重要な指針となる計画として、「第３

期スポーツ基本計画」が策定されるとともに、道では、本道の特性を生かし、スポーツを通じて健康で豊か

な生活の形成と魅力ある人づくりや地域づくりを推進するとともに、将来にわたる持続可能な社会の実現

に寄与することを目的として、「北海道スポーツ推進条例」が新たに公布・施行されました。 

〇  スポーツを取り巻く環境や社会状況が大きく変動していく中にあって、「スポーツの持つ力」を最大限活 

用し、「北海道の潜在力」を発揮しながら、本道のスポーツの推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進

するため、令和５年度（２０２３年度）から５年間を計画期間とする「第３期北海道スポーツ推進計画」を

策定することとしました。 

 

 

 
 

 

１ 計画の趣旨 
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〇 この計画は、スポーツ基本法第１０条及び北海道スポーツ推進条例第６条に基づき、北海道スポーツ推

進審議会や地域スポーツ関係者からの意見聴取とともに、道内の経済、社会情勢の変化などを踏まえ、本

道のスポーツの推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために策定するものです。 

〇 また、「北海道総合計画」が示す政策の方向性に沿って策定、推進する特定分野別計画です。 

〇 加えて、道では、平成３０年（２０１８年）１２月、ＳＤＧsのゴール等に照らした本道の直面する課題、

独自の価値や強みを踏まえた目指す姿などを示した「北海道ＳＤＧｓビジョン」を策定し、当該ビジョン

に沿って、多様な主体と連携・協力しながら、北海道全体でＳＤＧｓの推進を図ることとしており、「持続

可能な開発目標（ＳＤＧs)」の全てのゴールの達成に資する計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 この計画は、令和５年度（２０２３年度）から令和９年度（２０２７年度）までの５年間を計画期間とし

ます。 

 

２ 計画の位置づけ 

～スポーツ基本法第１０条～ 

  都道府県及び市町村の教育委員会（地方教育行政の組織及び運営に関する法律の条例に定めるところにより 

その長がスポーツに関する事務を管理し、及び執行することとされた地方公共団体にあっては、その長）は、 

スポーツ基本計画を参酌して、その地方の実情に即したスポーツの推進に関する計画を定めるよう努めるものとする。 

～北海道スポーツ推進条例第6条～ 

知事は、スポーツ基本法（平成23年法律第78号）第10条第１項の規定に基づき、スポーツの推進に関する計画

（以下この条において「スポーツ推進計画」という。）を策定するものとする。 

２ 知事は、スポーツ推進計画を策定し、又は変更しようとするときは、あらかじめ、北海道スポーツ推進審議会の意 

見を聴かなければならない。 

３ 計画の期間 

～持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals：SDGs）～ 

平成27年（2015年）9月に国連で採択された、先進国を含む令和１2年（2030年）までの国際社会全体の開発 

目標。17のゴール（目標）とその下位目標である１６９のターゲットから構成。 



- 3 - 

 

 ～北海道スポーツみらい会議～ 

  北海道スポーツ推進条例がめざす、全ての道民が、スポーツを通じた健康で豊かな生活の形成と、魅力ある人づくり 

や地域づくりを推進するとともに、将来にわたる持続可能な社会の実現に向け、行政や教育機関、スポーツ団体、プロ 

スポーツチーム、経済界その他関係者による協働の取組を推進するとともに、国際的、全国的な規模のスポーツの競技 

会及び合宿等の誘致と成功支援、レガシーの継承・発展にオール北海道で連携することを目的に、令和４年（２０２２

年）7月に設立された。 

  また、同会議で、「北海道スポーツみらい憲章」が採択された。 

 

 

 

 

〇 令和４年（２０２２年）７月に発足した「北海道スポーツみらい会議」と連携し、道民及びスポーツ団体 

その他の関係者と相互に協力しながら、オール北海道で推進することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 進捗状況については、毎年度、北海道スポーツ推進審議会に報告し、その意見等を踏まえて、計画の効果

的な推進に努めます。 

〇 また、本計画については、経済、社会情勢の変化や国のスポーツ基本計画、北海道総合計画、北海道総合

教育大綱をはじめとする関連計画を踏まえ、必要に応じ見直しを行います。 

４ 推進体制 

５ 進捗管理 


